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とっとり退職者連合

鳥取退職者連合は１０月３日（火）、国民宿舎 

水明荘（湯梨浜町）において「第３１回定期総会」 

を開催し、2023年度の活動総括と会計決算・ 

会計監査報告ならびに 2024年度活動方針・ 

予算を決定した。 

宮本副会長の開会あいさつ後、河崎紀子代 

議員（鳥取県退職女性教職員の会／写真上右） 

を議長に選出し、山田敏明会長（写真上左）が 

あいさつを行い、続いて来賓のみなさまから激励のあいさつをいただいた。 
 

【来賓】 （写真左から） 
・日本労働組合総連合会鳥取県連合会  

山崎 睦（まこと）会長代行 
・立憲民主党鳥取県総支部連合会代表  

湯原 俊二衆議院議員 
・（一財）鳥取県労働者福祉協議会  

本川 博孝理事長 
・こくみん共済 coop鳥取推進本部 松﨑 浩哉本部長     ・中国労働金庫倉吉支店 森 明廣支店長 
・日本退職者連合 宇田川 浩一副事務局長（写真は下記「全県学習会」に掲載） 
 

議事では、西村一秋事務局長（写真左）による経過報告、 

会計決算報告、磯江悦志会計監査（写真中）の監査報告に続 

き、活動方針案、予算案の提案と、伊藤源蔵役員選考委員長 

（写真右）より役員の改選がないことが報告され、代議員の 

満場一致の拍手によりすべての議案が承認された。 

                       

鳥取退職者連合発  
■鳥取退職者連合 

「第３１回定期総会」を開催■ 

 

 

テーマ  「社会保障制度の動向と課題」  

講師／日本退職者連合 副事務局長 宇田川浩一さん（写真右） 

定期総会の前段に学習を開催した。2022年全世代型社会保障構築会議の「報告書」をもとに、社会保障

をめぐる国の動きを解説しながら、連合の医療、介護、年金、子ども・子育て支援等の考え方を説明される

とともに、日本退職者連合が政策課題を「２０２３年度政策・制度要求」として政府をはじめ友好政党に要請

行動を展開したことも報告された。 
 

【報告内容（抜粋）】  ①安心で質の高い医療を、どこでも、誰でも受けられる仕組みが必要 

②介護ニーズ増大に対応する人材確保と処遇改善 
単身・高齢者夫婦のみ世帯や認知症の人の増加の中で生活・就労・移動・相談支援の強化 

③年金保障－第一段階－ 
ⅰ）公的年の充実と生活手当（仮称）の創設 
ⅱ）すべての労働者の被用者年金への適用、企業年金の 

普及促進と補完機能の強化 
④子ども・子育てを社会全で支える 

■「全県学習会」も開催■ 私たちの将来に関する重要政策に 

関心を持って注視していきましょう！ 
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（寄稿 鳥取退職者連合 西村一秋事務局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

東部地区協議会は、10月8日（日）に開催された「鳥取砂丘一斉清掃」に参加した。 

この日の清掃は、開始式開始が ８時１５分 と通常より早かったが、3組織から13人の役員と会

員のみなさんに参加いただいた。 

山陰海岸ジオパークエリアの美しい自然を守ろう 

と、全体で６４団体、約２２４５人のボランティアがビ 

ニール袋を手に、海岸の漂着物などを拾い集めた。 

東部地区協は毎回、構成組織に呼びかけ、ボラン 

ティア活動として参加してきている。 

東部地区協発  
■令和５年度山陰海岸ジオパーク一斉清掃 

（秋の鳥取砂丘一斉清掃）に 13人参加！■ 

９月２０日（水）、東京グリーンパレスで「２０２３年地方代表者会議」が開催された。 

この「地方代表者会議」は、２０２３年度日本退職者連合の「第３１回定期総会」での運動方針を確認

し、主要課題について意識統一する目的で開催された。 
 

 人見一夫会長はあいさつで、「岸田政権は年 

内解散総選挙を諦めていない。様々な政策課 

題に予算案を発表しているが財源はどうする 

のかは明確にしていない」と発言された。 

また、野田那智子事務局長からは、政策・制 

度要求についての回答報告と、「健康保険証の 

廃止撤回団体署名については臨時国会開会ま 

でには提出する。ジェンダー平等の取り組みに 

ついては地方連退の８５％が方針化されている」等の経過報告があった。 

そして、今後は、「各地方連退の自治体へ政策・制度要求の取り組み」と、「８５万人の組織拡大に向

け現退と連携して取り組む」ことが確認された。 

 

 学習会も開催され、「メディアの状況―最近の報道から」と題して、東京新聞記者の 望月衣塑子（も

ちづき いそこ）さんの講演を受けた。 ①安倍政権以降、日本は変わった。戦争をしない国から平和

のために戦争をする国へなりつつある。 ②新聞各社が報道内容を忖度して報道している 

 とメディア側の問題も指摘した。 

－詳しくは日本退職者連合情報紙「ふれあい情報第 370号（2023.10.10）」に掲載－ 

■2023年度「地方代表者会議」傍聴記■ 

ホームページアドレス 【連合鳥取】 https://jtuc-tottori.jp/ 

             ↓ 

【退職者連合からのお知らせ】 

https://jtuc-tottori.jp/category/retiree/ 


